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21. はじめに

◼ 2025年度容量市場の包括的検証において、Call for Evidenceで収集した事業者意見や国の審
議会での議論も踏まえ、供給曲線に加算する供給力などについて検証を行った。

◼ 供給曲線に加算する供給力の内、「メインオークションにおいて事前に加算している追加オークショ
ンで調達を予定している供給力（H3需要の2％分）」について、老朽火力の廃止が進んでいる足
元の実態などを踏まえると、早期かつ確実に供給力を確保する観点から、供給曲線に加算する供給
力の適切な評価・設定が重要であることを、検証報告書で示した。

◼ 本日は、「追加オークションで調達を予定している供給力（H3需要の2％分）」の扱いについて検
討を行ったため、ご意見をいただきたい。
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3２. これまでの検討の経緯
次回メインオークションに向けた検討について

◼ 第110回制度検討作業部会において、次回メインオークションに向けた検討を進めるにあたり、より多く
の供給力を確保する観点から、「追加オークションで調達を予定している供給力の見直し」について検
討を進める方向性が示された。

第110回制度検討作業部会資料より
（2026/1/23）



枠線

4

＜第４次中間とりまとめより抜粋（2021/6/14）＞

◼ これまで、容量市場は適切な供給信頼度の維持を図るために、予め必要な供給力を確保する手段として議論してきた。他方で、
4 年前には稼働が見通せないが、実需給が近づくと稼働が見通せる電源も存在しうる。例えば、自家発電設備や原子力につい
ては、4 年前には稼働の見通しがなかったものの、1 年前には、稼働の見通しが立ち、容量市場への参加が可能になっていることも
ありえるものと考えられる。また、DR についても、実需給が近づけば近づくほど、容量市場への参加の可能性が高まるものと考えられ
る。そのような供給力を確保するためにも、メインオークションでは全量を調達せずに、追加オークションで調達することも考慮す
べきといった意見があった。

◼ 複数回にわたる議論の結果として、実需給年度の直近まで、稼働を見通せない電源等にも取引の機会を与えるため、追加オーク
ションでの調達を前提とする案が妥当であると考え、具体的には、DR の増加が期待されること、自家用発電設備の容量市場への
参加や未稼働原子力の稼働などにより、一定の供給力の確保が期待できることを考慮し、H3 需要の2%分をメインオークショ
ンの調達量から減少させた上で、追加オークションで調達することとした。また、追加オークションでの調達量については、発動指令
電源で 1％、安定電源で 1％を基本としつつ、需要や供給力変動、実需給年度の 2 年前に実施される発動指令電源の実効
性テストの結果等を踏まえた上で、追加オークションで調達する量を決定することとした。

◼ なお、メインオークションで非落札となった電源が追加オークションを待たずに退出するリスクが考えられ、容量市場が実需給年
度を迎え、本格的に運用が開始されるまでの電源の退出防止策については、別の委員会とも連携をして、今後具体的な方策に向
けて更なる検討を深めていくこととした。

２. これまでの検討の経緯
現在の設定に関する振り返り

◼ 2020年度メインオークションの約定結果の公表後、国の審議会および本検討会において、今後の供
給力の確保に関して複数回にわたり議論が行われた。

➢ 制度検討作業部会（第42回、43回、44回、45回、47回、48回）、本検討会（第27回、28回、29回、30回）等で議論

◼ 議論の結果、供給曲線に加算する供給力の内、「メインオークションにおいて事前に加算している追加
オークションで調達を予定している供給力（H3需要の2％分）」の扱いについては、発動指令電源で
1％、安定電源で1％を基本としつつ、追加オークションで計2%を調達することと整理された。
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5２. これまでの検討の経緯
第４次中間とりまとめ以降の議論

第63回制度検討作業部会より
（2022/3/16）

◼ 第63回制度検討作業部会において、落札電源が市場退出することにより、追加オークションに参加
する電源等が不足しうる兆候が確認された場合には、供給力確保の在り方などについて検討が必要
であることが示された。
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第47回制度検討作業部会より
（2021/3/1）

２. これまでの検討の経緯
（参考）国の審議会における2%の控除に係る議論
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第47回制度検討作業部会より
（2021/3/1）

２. これまでの検討の経緯
（参考）国の審議会における2%の控除に係る議論



枠線

8

第48回制度検討作業部会より
（2021/3/26）

２. これまでの検討の経緯
（参考）国の審議会における2%の控除に係る議論
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9３．今後の供給力確保に関する国の審議会の検討状況
電力システム改革の検証を踏まえた制度設計WGとりまとめ

◼ 第8回電力システム改革の検証を踏まえた制度設計WGにおいて、これから当分の間、電源移行の
過渡期を迎え、今後2030年代初頭にかけて、高需要期における電力需給は予断を許さない厳しい
状況が続く可能性を示しながら、今後の供給力の確保策に関する議論が行われた。

第8回 電力システム改革の検
証を踏まえた制度設計WGより
（2025/5/10）
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10３．今後の供給力確保に関する国の審議会の検討状況
（参考）第１回電力安定供給WGより

第1回 電力安定供給
WGより
（2026/5/13）
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11３．今後の供給力確保に関する国の審議会の検討状況
（参考）第１回電力安定供給WGより

第1回 電力安定供給
WGより
（2026/5/13）
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12４．容量市場の2025年度包括的検証
Call for Evidence提出意見

◼ 容量市場の2025年度包括的検証において、Call for Evidenceで事業者から「追加オークションで
調達を見込む供給力」について意見があった。

＜Call for Evidence（追加オークションで調達を見込む供給力について）提出意見より＞

◼ 追加オークション分の控除については、追加オークション時に、メインオークションで非約定となった火力電源や原子
力の再稼働、発動指令電源の追加参加が必ずあるとは限らず、必要な供給力を確保できない可能性がある。
また、市場外供給量の控除については、容量市場に非応札の電源の供給力を期待して控除されているが、平常
時、非常時ともに供給力として期待できない可能性がある。メインオークションにおいて募集量から控除される、追
加オークションで調達を見込む供給力（H3需要の2%相当）の妥当性を検証し、必要に応じて控除量の見直
しをご検討いただきたい。
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13４．容量市場の2025年度包括的検証
  メインオークションにおける調達量に関連するご意見

＜第72回本検討会でのご意見（抄）＞

◼ 追加オークションの開催判断等で、今回整理いただいた内容については、私ども異論はございません。一方で資料
5のP24の表を見ると、462万kWの容量が市場退出しているということが示されておりまして、毎年一定量の市場
退出が避けられないのであれば、追加オークションで未達が継続している状況も踏まえて考えると、メインオークショ
ン時に市場退出相当を調達しておくことも考えることも必要ではないか。過去の追加オークションで、未達が継続し
ているので、今回未達の可能性はあるのではないかと考える。実需給まで時間が限られるので、未達時の供給力
確保策については、事前にあらかじめ準備いただきたいと考える。

◼ 至近で追加オークションを行っても、目標調達量に対して、供給力が不足している状況が続いている。P16にある
通り、安定電源・変動電源について、約300万kWの市場退出が見込まれている。前回もブラックスタート電源を
除くと、200万kW程度の市場退出があった。このように市場退出が続いている状況を踏まえると、4年前のメイン
オークションの段階で、あらかじめ折り込んでいれば電源が確保出来たという可能性もあるのではないかと考える。
供給信頼度の不足が続いているという場合においては、不足エリアでの電源の有無等も分析して、このような退
出量を見込んだ調達量に設定した対策も必要ではないかと考える。検討をお願い出来ればと思う。

◼ 第72回本検討会における「2026年度追加オークションの開催検討と需要曲線の原案について」の議
論においても、メインオークションで落札した電源の市場退出が続いている状況を踏まえると、メインオー
クションの段階で、退出量を見込んだ調達量に設定することも必要ではないかとの意見があった。
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◼ 追加オークションで2％を調達する方針が整理された際、メインオークションで落札された電源の市場
退出や、落札されなかった電源の休廃止により、追加オークションで必要な供給力が確保できなく
なる可能性が指摘されていた。

◼ 導入の翌年度にも、メインオークションで全量調達すべきか言及されているが、当時は実需給期間の
開始前であり、落札電源の退出状況を確認していく段階であることから、前年と同様に2%を追加
オークションで調達する仕組みを継続することとされた。一方で、追加オークションに参加する電源等が
不足する兆候が確認された場合には、供給力確保の在り方について改めて検討する必要があると整
理された。

◼ 以上を踏まえ、メインオークションで落札した電源の退出状況およびオークションの応札状況を確認
した。

５．市場退出状況および応札状況
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◼ 追加オークション開催判断時点での市場退出の状況としては、H3需要の3%程度（安定電源と変
動電源は約2%、発動指令電源は約1％）が継続している。

対象実需給年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

市場退出容量
（）内：H3需要比率

207
（1.3%）

523
（3.3%）

533
（3.4%）

462
（2.9%）

安定電源・変動電源
105

（0.7%）
343

（2.2%）
329

（2.1%）
300

（1.9%）

発動指令電源
102

（0.6%）
179

（1.1%）
204

（1.3%）
162

（1.0%）

単位：万kW

５．市場退出状況および応札状況
  容量確保契約締結後の市場退出の状況
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◼ 発動指令電源のメインオークションでの応札容量は増加傾向にあり、実需給2028年度以降は応札
上限容量（H3需要の4%）を上回っている。なお、仮に応札上限容量を1％増加させた場合には、
応札容量は上限容量を下回っている。

◼ 一方、実需給2025年度および2026年度の追加オークションでは、応札上限容量に対して応札容
量が大幅に下回っている状況であり、仮に応札上限容量がH3需要の1％減少させた場合でも、応札
容量は上限容量を下回っている。
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仮にメインオークションでの調達を
H3需要の１％増加させた場合の
応札上限容量/調達上限容量

2024-2025年度：H3需要の3%相当
2026-2029年度：H3需要の4%相当

応札容量（調整係数反映前）

応札上限容量/調達上限容量

H3需要の1%＋市場退出量

仮に追加オークションでの調達を
H3需要の１％減少させた場合の
応札上限容量/調達上限容量

応札上限容量/調達上限容量

※エリア開催

５．市場退出状況および応札状況
  発動指令電源の応札状況

1%
相当

1%
相当

※開催前 ※開催前 ※開催前

応札容量（調整係数反映前）

（4%）

（5%）

対象実需給年度

対象実需給年度

仮にメインオークションでの調達
分がH3需要の１％増加させた
場合の応札上限容量

仮に追加オークションでの調達
分がH3需要の１％減少させた
場合の応札上限容量

↓若干修正

2025年度：当該エリアのH3需要の1%（北
 海道エリア除く）＋市場退出量

2026-2027年度
 ：H3需要の1% ＋市場退出量

2025年度：
H3需要の1%（北海道エリア除く）
＋市場退出量
2026-2027年度：
H3需要の1%＋市場退出量
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第72回 容量市場の在り方等に関する検討会 （2026/3/27）第63回 容量市場の在り方等に関する検討会 （2025/4/23）

５．市場退出状況および応札状況
  （参考）追加オークション開催判断の状況
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◼ 近年ではメインオークションにおける非落札容量は400～600万kW程度になっている。

◼ また、「メインオークションの応札容量」と「約定処理において加算する供給力を除く目標調達量」と
の差分が小さくなっている。

◼ 仮に今後も電源の休廃止が新増設を上回る規模で推移し続けた場合には、容量市場において毎年
度のオークションで確保を想定している容量の落札ができなくなる可能性がある。

433

1191

1346

418

584 623

0

317 318 321 321 324

0
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非落札容量 追加オークション控除量（H3需要の2%）

10,000
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2024 2025 2026 2027 2028 2029

応札容量 約定処理において加算する供給力を除く目標調達量

メインオークションの応札容量と
約定処理において加算する供給力を除く目標調達量の差

メインオークションの非落札量の推移

1,303
万kW

2,232
万kW

1,291
万kW

1,421
万kW

2,215
万kW

633
万kW

５．市場退出状況および応札状況
  メインオークションの約定結果

対象実需給年度 対象実需給年度

（万kW） （万kW）

0

木下さんコメント
確保量が目標調達量となる
落札量とか？造語をつくりた

くない
→略さずに載せては？

乖離じゃなくて差分
→修正済み
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19６. 今後の「追加オークションで調達を予定している供給力」の扱いについて
◼ これまでのオークションの実態に加え、国の審議会で示されている需要増加や経年火力の休廃止によ
る供給力不足のシグナルを踏まえて、「追加オークションで調達を予定している供給力（H3需要の
2％分）」について、メインオークションで全量を調達することとしてはどうか。

◼ その場合に、発動指令電源のメインオークションにおける扱いも、あわせて整理する必要がある。

◼ メインオークションで落札された電源のうち、市場退出の状況としては、H3需要の約3％が市場退出
している。また、これまでの追加オークション開催判断の状況を踏まえると、メインオークションでH3需要
の2％控除を行わなかった場合でも、追加オークションが開催される可能性が高いことが考えられる。

◼ また、発動指令電源については、メインオークションでの応札量が増加傾向にあり、足元では応札上限
容量を上回る状況になっている。また、追加オークションにおいて仮に応札上限容量をH3需要の1%
減らした場合でも、これまでの結果を踏まえると、応札量が上限容量を超えるような状況にはない。

◼ これまでのオークションの実態に加え、国の審議会で示されている需要増加や経年火力の休廃止によ
る供給力不足のシグナルを踏まえて、メインオークションで発動指令電源についても、全量を調達す
ることとしてはどうか。

◼ 将来的に、追加オークションが開催されにくくなるような市場環境の変化が生じた場合における発動指
令電源の扱いについては、市場退出の状況や応札動向を確認しつつ、包括的検証で示された意見
等も踏まえ、国と連携のうえ、引き続き検討を進めることとする。

◼ メインオークションで落札された電源のうち、市場退出の状況としては、H3需要の約3％が市場退出
している。また、これまでの追加オークション開催判断の状況を踏まえると、メインオークションでH3需要
の2％控除を行わなかった場合でも、追加オークションが開催される可能性は十分にある。

◼ 発動指令電源については、メインオークションでの応札量が増加傾向にあり、足元では応札上限容量
を上回る状況になっている。また、追加オークションにおいて、仮に応札上限容量からH3需要の1%減
らした場合でも、これまでの結果を踏まえると、応札量が上限容量を超えるような状況にはない。

◼ これまでのオークションの実態に加え、国の審議会で示されている需要増加や経年火力の休廃止によ
る供給力不足のシグナルを踏まえて、追加オークションで調達を予定している供給力（H3需要の
2％分）について、メインオークションで全量を調達することとしてはどうか。

◼ 将来的に、追加オークションが開催されにくくなるような市場環境の変化が生じた場合における発動指
令電源の扱いについては、市場退出の状況や応札動向を確認しつつ、包括的検証で示された意見
等も踏まえ、国と連携のうえ、引き続き検討を進めることとする。

r４１の表現案です

2ポツ
「また、追加オークションにおいて仮に応札上限容量をH3需要の1%減らした場合でも、これま
での結果を踏まえると、応札量が上限容量を超えるような状況にはない。」は
追加の１％を超えない状況の説明ですが、「H3需要の1%」が上限で、それを仮になくしても
超えない、で表現はあってますでしょうか？

シンプルに、「また、追加オークションにおいては、発動指令電源の応札量は、これまでの結果を
踏まえると、上限容量を超えるような状況にはない」だけでも伝わるかと思いました。
5/25 永渕

永渕さんはご存じかと存じますが、もともとの応札上限容量は「H3需要の1%」＋「市場退出
量」で、そのうち仮に「H3需要の1%」なくしても、応札上限容量を超えないという意味合いです。
「また、追加オークションにおいては、発動指令電源の応札量は、これまでの結果を踏まえると、
上限容量を超えるような状況にはない」でも伝わるかとは思いますが、仮に1%を動かしたとして
もというニュアンスが少し受け取る側の人によって、変わる可能性があるため、現在の表記として
おります。
5/25 秋月

2ポツ
市場退出分で賄えることとしますと、例えば助詞を変えて、以下でしたらうまく伝わると思います。

原案）「また、追加オークションにおいて仮に応札上限容量をH3需要の1%減らした場合でも、
これまでの結果を踏まえると、」
⇒修正案）「また、追加オークションにおいて、仮に応札上限容量からH3需要の1%を減らし
た場合でも、これまでの結果を踏まえると、」
5/25 永渕
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◼ 追加オークションで調達を予定している供給力の扱いの見直しに合わせて、発動指令電源の応札上
限容量の扱いを以下に見直してはどうか。

➢ メインオークションにおける応札上限容量を現行の「H3需要の4％」から「5％」とする。

➢ 追加オークションにおける応札上限容量を現行の「H3需要の1％＋市場退出量」から「メイン
オークション未達量＋市場退出量」とする。

見直し後現行
（H3需要比）

メインオークション 追加オークション メインオークション 追加オークション

4％

（H3需要比）

5％
追加オークションで調達を
予定している供給力

（1％）

市場退出量

未達量

市場退出量

5％

応札上限容量

契約容量（実効性テスト後）

落札容量（調整係数反映後）

６. 今後の「追加オークションで調達を予定している供給力」の扱いについて
発動指令電源の応札上限容量の扱い サブタイトル

前のページで発動指令電源
を全量とる、とまでまとめていま
すので「扱いのイメージ」と追
記し、
イメージを添えて詳細を説明
していると表現しました。
5/25 永渕

具体的な内容を示しているも
のとなりますので、このページに
おいては、イメージは不要かと
存じます。
5/25 秋月
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◼ 本日は国の審議会で検討された内容や市場退出の状況なども踏まえて、「追加オークションで調達を
予定している供給力の扱い」および「発動指令電源の応札上限容量の扱い」について以下の整理を
行った。

➢ 追加オークションで調達を予定している供給力（H3需要の2％分）について、メインオークション
で全量を調達する。

➢ 追加オークションで調達を予定している供給力の扱いの見直しに合わせて、発動指令電源の応
札上限容量を見直す。

◼ 上記の検討事項については、引き続き国の審議会と連携を図り、検討を進める。

７. 最後に

◼ 本日は国の審議会で検討された内容や市場退出の状況なども踏まえて、「追加オークションで調達を
予定している供給力の扱い」および「発動指令電源の応札上限容量の扱い」について以下の整理を
行った。

➢ H3需要の2％分についても、メインオークションで全量を調達する

➢ 発動指令電源の応札上限容量を見直す

◼ 上記の検討事項については、引き続き国の審議会と連携を図り、検討を進める。

r４１の表現案です
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